
 

【すこし変わりました】 
そう、今年からＥＲＦＣの体制が少しだけ変わりました。と言うわけでまずは会長のあいさつから。 

こんにちは、ひでまろ＠会長です。今年ももう５月、ゴールデンウィークも終わっちゃいましたね。みな

さんはどこかにドライブに行きましたか？ぼくは黄色いユーノスを失ってから１年、最近はあんまりドライ

ブらしいドライブはしてないんですが…。もしどこか楽しいドライブルートがあったら教えてください。た

だし、ミニでも登れるくらいの、あんまり坂がキツくないとこがいいです（笑）。 

ところで、前号でお知らせした通り４月には総会をおこない、E.R.F.C.は（たぶん）15年めに突入しまし
た。今年の総会ではいままで毎年４月にいただいていた「通信費」についてちょっと大きな変更を行うこと

になりました。詳しいことは総会の報告にあるとおりですが、ちょっとややこしいのでよく読んでみてわか

らなければ気軽にご質問ください。もちろんご意見、ご要望もお待ちしております。 

今年も清里でみなさんにお会いするのを楽しみにしています。無事に開催できるようにスタッフもがんば

りますので、みなさんも応援してくださいね。 
（No.590 ひでまろ） 

 

【総会報告】 
そんなわけで続きましては副会長から総会での決定内容の報告をば。 

去る４月１７日（土）に、２００４年度の E.R.F.C.
総会が開催されました。 
場所は最近おなじみ末広町の通運会館。総会がて

ら各自秋葉原を物色するのが恒例化しつつあります

ね。では早速議事の報告を…。 
 
● スタッフ改選 
今年度の事務局は以下の通りです。長年会計を

担当し「金庫番」と称されていた高橋が転勤のた

め副会長が兼務することになりました。その他の

顔ぶれに変更はありません。 
 
 ・会長      今中 英夫 
 ・副会長     和田 大 
 ・会計      和田 大（兼任） 
 ・清里実行委員長 小関 秀樹 
 ・事務担当    角山 恵一 
 ・会報編集    小関 秀樹（兼任） 
 ・会報印刷    高橋 千佳子 
 ・渉外      渋谷 康人 
 ・ウェブ＆メーリングリスト管理人 

和田 大（兼任） 

● 今年度の活動について 
・清里ミーティング（１１月７日予定） 
恒例の清里ミーティングを今年も開催します。

今からスケジュールを空けておいて下さいね。

さて今年のゲストは誰になるのでしょうか？ 
・ピクニック 
今年も開催を予定してます。詳細は追ってご

連絡致します。 
・安全運転研鑚会 
ピクニックと併催したいと考えていますが今

年も無理っぽいです。すみません。 
・会報について 
今年度から年６回の発行を不定期発行に変更

します。これに伴い従来頂いていた通信費を廃

止します。通信費の詳細については「ERFCの
今後の運営について」をご覧下さい。 

 
● 会の運営年度について 
運営の実態に伴い、「4月～翌年 3月」だった会
の運営年度を「清里ミーティングから翌年の清里

ミーティングまで」に変更します。従って今年度

は変則的になりますが、次回の清里ミーティング
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までの経過措置についても、「ERFC の今後の運
営について」をご覧ください。 
 
…ということで相変わらずながらも実態に合わせ

て活動内容を修正しつつ、今年も秋の清里ミーティ

ングをメインに活動を進めていきます。 
（わだ） 

【夢見る頃を過ぎても】 
先日、夢の乗り物に乗る機会がありました。いやぁ、１年前には古～い車に乗る機会がありましたし、今回は最先

端の乗り物。ちょっと自慢してもいいですか？(笑)

今年のＧＷは土日にうまく重なってしまったのが

災いして(？)どこに行くにも渋滞の嵐。そんなわけ
で、私は車で出かけるのはあきらめ、電車で伊勢に

日帰りで行って赤福氷や伊勢うどんを食べたりして

きたのが唯一の遠出でした。あ、もちろんお伊勢さ

んで世界平和の祈願もしてきました。(ホントか？) 
 
で、その神社じゃなくて(^^)ジンジャーことセグ
ウェイに試乗してみました。と言うことで、今回は

そんな話を。 
 
何故セグウェイに乗れたのか？と言うのもうちの

近所のショッピングセンターでのイベントとして試

乗会が開かれていたからなんです。調べてみるとセ

グウェイの試乗を売りにするイベント会社があるみ

たいです。いやあ、夢の乗り物も実用化に入り、気

が付けば客寄せパンダ扱いかぁ。。。(^_^;) 
 
ともあれ、１回２００円で試乗できるなら行って

みるべぇ、と友人を誘って出かけてみました。その

ショッピングセンター内の通路に作られた屋内特設

コースでの試乗です。着いた時にはまだ開始前でセ

グウェイは地面に突っ伏してます。午前と午後、そ

れぞれ限定５０人と言うことだったので念のため１

０時開店にあわせて行ってみたら、整理券番号は１

２番。それもチラシを配って参加者を募ってます。

あれ？案外、人気ないのね。(^^;) 
とりあえず自分たちの順番が来るまではイメージ

トレーニングついでに人が乗るのを見学。写真やＴ

Ｖで見ているとは言えあの形の２輪車が安定して立

っているのを実際に見ると結構感心する。みんな始

めこそ少々戸惑ってる人もいるけれど、すぐに乗り

こなしている。中学生から主婦層まで、、、。買い物に

来たついでのようなオバちゃんが『次世代乗り物』

（チラシからそのまま引用(笑)）を運転している姿
は少しシュールかも。コース沿いを買い物客が行き

交っていくが思ったよりも世間の関心は薄いらしい。

半分以上の人が横目で不思議そうに見ていく程度。

立ち止まって眺める人は時々いるけど、試乗してみ

ようと言う人はなかなか増えない。まあ、普通はそ

んなもんなんでしょうかねぇ。 
 
さて、そんなこんなで待つ事３０分。いよいよと

言うことでまずは試乗前にスネあてを着用。ヘルメ

ットも用意されていたものの、大人は免除されてい

た様子。係員から簡単な説明。「進むときは前に体重

をかけます。停まる時は重心を戻します。回転はグ

リップをゆっくりとひねります。じゃあ、乗ってく

ださい」って、早っ！（笑） 
乗る時と最初の動き出しこそレバーを支えてもら

ったりもしてたけど、すぐに要領はつかめます。そ

うすればあとは自由走行。最初のうちはレバーだけ

を前に出そうとして重心があまり移動しなくて速度

も思うように出なかったけれど、重心移動の要領が

わかればあとは思う通りに動かすことができる。係

員の監視の下とは言え、長さ１０ｍ、幅３ｍほどの

エリアで５分間の走行体験。 
 
運転は噂に聞いていた通り、ほんとに重心を前後

に振るだけ。ブレーキは無くこれも体重移動で停止

状態にすることになる。今回はスピードも出ないの

で急ブレーキを

かけることなん

てなかったです

が、思い切り後

ろに重心をかけ

ると停止からそ

のまま後方に走

り出すんじゃな

いかと心配した

り・・・。 
そして左右へ

の回転は左手の

レバーに付いた



ステアリンググリップをひねることで左右のタイヤ

の回転速度が変わり好きなように曲がることができ

ます。もちろん停止状態ならその場で回転できます。

慣れれば簡単。と言うか、動かすだけならほんとに

すぐにできます。また予想以上に安定しているので

何の違和感も無く停止できますし、その場での回転

だって何の問題も不安もありません。ただ、後退だ

けは後ろを確認しようと振り返ると重心がぶれるの

で慣れないと難しそう。ま、確認しないで後退する

だけなら多分簡単なんですが、後ろに倒れこむよう

に体重移動するってのは前に体重移動する以上に難

しいです。(^_^;) 
 
コース内にはパイロンがいくつか置かれてはいま

したが、小さなプラスチック製で、当たってもどう

と言うことは無いような代物です。ま、それを目標

に小刻みなスラロームをしたり、存在を無視して少

し速めの速度で大きく回ってみたり。向こうの端に

着いちゃってもその場で 180度ターンしてまた走り
出せばいいので幅が狭いコースでも充分です。とは

言え、屋内ではコースの長さも限られてますし、大

してスピードが出せるわけじゃありません。一応、

試しに少しスピードを上げようとしたんですが、何

も無いところに倒すように体を預けるって結構勇気

が要ります。(汗)まあ、スピードが出たといっても
歩くより遅い速度から早足程度にあげた程度なんで

すけどね。(^^ゞ 
確か、３種類の

速度制限キーが

あるはずで、おそ

らくは低速モー

ドにされていた

はずですから最

高速でも 10km/h
は出ないはずで

す。 
まあ、５分間の

試乗なんてあっ

という間です。不

思議な感覚を楽

しんでいるうちに終わってしまいました。 
 
運転してみた感想を言うと、正直アレはまさに技

術屋の発想の乗り物で、運転する人の感覚がいくら

か欠如している気がします。確かに動かすだけなら

判りやすいし、機械としての応答性もいいんですが、

その動きに遊びがない上に人間の側に制御のイメー

ジが持ちづらい分、体が対応しにくい面がいくらか

ありました。今回のように充分に管理された条件下

で前後に進むだけならいいのですが、立ち乗りで重

心が高いこともあって、特に急旋回(ステアリンググ
リップを急にひねってしまうこと自体が原因です

が)モードに入りかけると体が振られかけたりもし
ました。急ブレーキだってブレーキポイントが判っ

てる場合ならいいですが、とっさの場合にそう反応

できるかどうか。。。 
 
まあ、どんな乗り物であれ、慣れるまでは運転し

づらいとかの問題は多かれ少なかれあるわけで、使

い方次第ってことなのかもしれませんがね。歩く代

わり程度の速度域なら比較的問題は少ないと思いま

すが、自転車の代わりとかましてやスクーターの代

わりにするには緊急回避時の性能や挙動が人間とマ

ッチしていないことが気になります。面白い乗り物

だとは思いますが、少なくとも今の状態では私はセ

グウェイに乗って自動車と同じ車道を走りたくは無

いですし、かと言って自転車と一緒に歩道を走るの

もごめんこうむります。(^_^;) 
こう言う時に日本のメーカーにこういうことやら

せたら、操作系の制御なんかがまさに痒いところに

手が届く的に細かくなってもっと乗りやすい代物に

なるんじゃないかと思ったりもしますね。（だから

面白くなくなる、なんて声もどこからか聞こえてき

そうですが・・・） 
 
ちなみに去年運転したＴ型フォードは運転するま

で講習やらイメージトレーニングやらがあったわけ

ですが、さすがにセグウェイはそんなの無しのぶっ

つけ本番でも乗れるお手軽で身近な乗り物とは言え

ます。でも、やっぱり運転の手軽さと楽しさとは必

ずしも一致しないと言うことはろどすた乗りの皆さ

んには今更言うまでも無いですよね。 
ま、そんな話はともかく、遊園地の乗り物を楽し

む感覚であればなかなか面白い５分間でした。 
 
ただ、客寄せパンダにしては５０人限定のイベン

トに２０人程度で参加者が頭打ちになっている様子

だったのが気になるところ、、、。ネットの世界なんか

ではあれほど騒がれたのになぁ。(;^^ゞ 
（No.529 豆蔵） 

ちょっとかわいい注意のイラスト(笑) 



【ちょっとした近況報告ｐａｒｔ２】 
あの、えーと、なんというか、悪い時には悪いことが続くようで。。。 

つのやまご夫妻。宝くじとかは買いましたか？(;̂^ゞ  

２月初めの追突事故のことはダンナが書いたので、

ご存知の方も多いと思う。まったくとんでもない災

難だった。ワタシは未だに毎日病院通いの身である。

しかし、厄年恐るべし？！これだけでは済まなかっ

たのだ・・・ 
 
４月５日、月曜日、快晴。ワタシは 9 時 45 分に
家を出た。10時出社の派遣社員でしかも勤務先は家
からクルマで 5分なので、これで十分間に合うのだ。
とはいえ、月曜日は燃えるゴミの日なので、出勤途

中に近くの集積所に寄る。集積所は会社とは反対方

向なので、ちょっと遠回りをすることになるが、大

した距離ではない。 
無事ゴミを出して、会社へ向かった。いつもより

１本外側の少し細い道を通り、小さなプロパンガス

屋の前を通過して最初の角を右に曲がればいい。と、

角の一旦停止で止まったところで左側の畑の向こう

からトラックが来るのが見えた。当然、通過を待つ

ワタシ。 
トラックの横腹の文字を見ると、今通り過ぎてき

たばかりのプロパンガス屋の車のようだ。こちらに

近づいてきて・・・右折のウインカーを出した。つ

まりこちらに向かって曲がってくるわけだ。じゃあ

行っちゃってもよかったかな、と思いつつ待ってい

ると・・・近い。あまりにもクルマが近い。ちょっ

と、それは近すぎるんじゃない？と思ううちにも、

どんどんトラックは接近してくる。運転してるのは

（たぶん）ワタシより若い、メガネをかけた男だ。

彼と目が合ってるのに、でもトラックは止まらない。 
え、ちょっとそれマジにやばいって、止まってく

れれば下がるから、だから、ちょっと待って、あの

ちょっと、うわマズイ！ワタシがシフトノブに手を

かけた瞬間。 
「キュキュキュキューッ」 
・・・えーん。（号泣） 
 
幸いにも運転手は（ものすごく運転が下手だろう

とも）真面目な人だった。何もゴネることなく、す

ぐに謝ってくれ、警察に連絡してくれた。こちらも

とりあえず会社に連絡し（だって遅刻だもん）、ケー

タイのカメラでクルマの写真を撮っておく。ロドス

タは右前のフェンダーに大きくすり傷がつき、ヘッ

ドライトの横辺りがへこんでしまっている。一応、

トラックの様子も見たが、バンパーに軽くすり傷が

ついただけだった。くぅーっ。 

 
しばらくして、トラックが来た方向から自転車に

乗ったおばさんがやって来た。まっすぐトラックの

ところに乗り付けて、相手の運転手と何やら話をし

ている。知り合いかな？と思っていたら、おばさん

はこちらには声をかけずに走り去った。 
警察はまだ来ない。憂鬱な気分でロードスターを

眺めていると、さっきの自転車おばさんが、今度は

徒歩でこちらへ近づいてくる。とりあえず見ないフ

リのワタシ。そばに来たおばさんは言った。「ぶつか

ったの？」間違いは即刻訂正だ。「ぶつけられたんで

すよ」とワタシ。 
すると「ちゃんと止まらなかったんでしょ？ここ

一旦停止だよ」 
・・・あァ？そういうこと？ 
ブルーな気分を振り払い、直ちに戦闘準備完了！

微笑みながら言い返す。「止まりましたとも。一旦停

止ですからねえ」そこに絶妙なタイミングで、パト

カーがすべりこんで来たのだった。 
 
やって来たのは年配の物慣れたふうの男性で、警

察官というよりはお巡りさんとお呼びしたくなるフ

レンドリーな雰囲気の人。テキパキと現場検証にか

かる。すると、相手の運転手ではなく、おばさんの

方が状況を説明し出すではないか。「現場にいなか

った方が、あれこれ言うのは止めてください！」と

即、釘を刺す。おばさんの視線が刺し返してくるが、

負けないぞ。検証後、双方の車検証・免許証を出し

て記録してもらう。剣呑な視線で眺めていたおばさ



ん、遂にこらえきれなくなったらしい。ワタシの住

所と名前を確認して「小学校のそば？ツノヤ

マ？・・・フン、そんなうち知らないわねぇ」にこ

やかにお返事。「そうですか、お取引ありませんから

ご存じないでしょうけど、でもちゃんとあるんです

よ」ギッとにらむおばさん。とうとう頭にきたらし

い。 
「じゃあなんでこっちの道通るのよ！あっち通れ

ばいいじゃない！」 
・・・はァ？思わず絶句してしまったが、ここで

見かねたお巡りさんが「あのねぇ、そういうことじ

ゃないから」と割って入った。ブレイク！ 

 

幸いにも人間にケガがなかったので、物損事故と

して処理されることになった。しかしキレたおばさ

んを見ていたお巡りさんは心配になったらしい。

「事故は起こってしまったんだからしょうがないよ。

冷静に落ち着いて、保険屋さんに任せなさいね」と

言っていかれた。 
 
その日のうちに、相手側の保険会社から連絡が入

った。100%相手側の責任ということで修理と代車の
手配をしてもらい、我が家のろどすたは 2ヶ月間で
2度目の入院の後、綺麗になって帰ってきた。結局、
あのおばさんが誰なのかはわからなかった。 
ワタシはといえば、その後問題の道は一度も通っ

ていない。「君子危うきに近寄らず」というではない

か。別にワタシは君子でも何でもないが、あんなア

ブナイおばさん（と運転の下手な人）のいるところ

にわざわざ近寄ることはない。リスク管理をきちん

としてこそ、平和な生活が送れるというものである。 
（つのやまけいこ） 

 

 

【我が家のＧ・Ｗ】 
さてさて、こちらはスタッフから届いたＧＷの王道たる休日の報告ですよー。 

今年は２つのイベントがありました。ひとつは「わ

んこそば＆ふるさと村＆小岩井農場ツアー」。２日朝、

「はやて」で盛岡入り。 
「東屋」というわんこそば屋に行きました。私は

７９杯でギブアップ。かみさんは５９杯、３歳の息

子（以下コタ）は６杯

食べて胸を張ってま

した。ふるさと村では、

南部せんべいと竹細

工を実際に自分で作

って楽しみました。翌

日は小岩井農場でコ

タの大好きな乗馬（ポ

ニー）。途中、馬引き

のお兄さんと雑談を

交わす余裕をみせて

いました。 
そしても

うひとつは

「上野駅・鉄

道まつり」。

これは構内

駅長室前ス

ペースを使

ったイベン

トです。ミニＳＬに乗り、鉄道模型を見て、駅弁を

食べて楽しみました。 
驚いたのはその日のニュースに、「はやて」のペー

パークラフトを親子で作ってる映像が流れたことで

す。 
次の日、ニュースを見た友人から聞かされました。

う～ん、見たかったなぁ…。  
（前田） 



例年でしたら新年度最初のプレスで通信費納入のお願いを載せるのが恒例なんですが、総会での議論の結

果、今後の ERFCの運営について以下通り変更となります。 
つきましては、この時期に例年のように通信費をお送り頂く必要はありませんのでご注意下さい。 

【今年からこう変わります】 
１．今年の清里に来場頂いた方には翌年の清里までの約１年間、清里ミーティングを中心とした

内容（告知号、報告号など）のクラブからのお知らせをお送りします。 
２．清里以外の内容のクラブからのお知らせ（従来のプレスにあたります）に関しては、発行す

るのに十分な量の記事が集まった場合発行し、１と同じ方にお送りします。 
３．今年の清里には参加できないが、クラブからのお知らせをご希望になる方については、清里

の告知号の中で改めてご案内する予定です。 

【今年の清里までの経過措置について】 
１．昨年度分の通信費を既にお支払い頂いた方には今年の清里直前までのクラブのお知らせをお

送りします。（手続き等は不要です。） 
２．昨年の清里にご来場頂いた方で、昨年度分の通信費は払っていない方には例年同様に清里の

告知号のみお送りします。 
 
このように、従来からの活動実態を追認する形で清里ミーティングを中心とした運営形態となります。と

は言え、清里ミーティング以外のことには手を出さないわけじゃなくて従来どおり、できる範囲でそこそこ

がんばっていきます。少しだけ形式の枠をゆるくしただけだと思ってください。 
そんなわけで、今後ともよろしくお願いします。 

 
【編集後記】 

どうも。Ｔ型フォードからセグウェイまで、暮らしを見つめる(？)清里ミーティング実行委員長兼編集担当の豆蔵です。 

いやまあそんなわけで変則的新年度の第１号です。新年度なんていいましたが、今後の会報は年度じゃなくて実際の発

行年で数えるようになるかもしれません。が、実態も内容もごらんのように去年と基本的に同じです。とりあえず今年度

もよろしくお願いします。 
 

さて、編集担当から新体制についてこの場を借りて補足説明です。今回の変更の大きな点は活動の実態に合わせて清里

ミーティングを中心とした運営にすることです。そしてもうひとつはプレス発行作業の軽減です。じゃあ今後、このプレ

スはどうなるの？清里告知と報告以外、出さなくなっちゃうの？なんて思われてるかもしれません。 
ちゃんとこれからも出します！記事さえあれば。(̂^ゞ  
 

正直言いまして、スタッフも多くが家庭を持ったり仕事などでもそれぞれ忙しい立場になるなどしてなかなか今までの

ように時間が取れなくなってきたのと、それぞれの理由でろどすたから離れたことなどもあり、毎回記事集めには苦労し

ています。そんな状態でこれまでどおりにプレスを発行し続けることに意味があるのか？時にはやや強引に書いたような

記事まで読んでもらう必要があるのか？と議論した結果出した結論です。 

でも時には読んでもらいたい話や記事にしたいイベントなんかもあるわけで、そう言うときにはクラブからのお知らせ

って形で（って、この書式のままになる気がしますが・・・）随時発行しましょうってことです。 

 

もちろん、スタッフの原稿だけでなく、従来どおり皆さんから

の原稿も使わせていただきますし、その結果によっては気が付く

とこれまでどおりの発行数になる・・・かも、と言う淡い希望。（「希

望」とは「希なる」「望み」と書くわけですが……） 

さてさて、次号はいったいいつ出るんでしょうか？それは神の

みぞ知る？！（って、こんな締めでいいんでしょうか？） 

では。 

（まめぞう） 
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●重要● 【ERFC の今後の運営について】 


